
関西国際空港及び大阪国際空港の一体的かつ効率的な設置及び管理 

に関する基本方針案 骨子 

 

第一 両空港の一体的かつ効率的な設置及び管理の意義及び目標に関する事項 

 １ 意義 

  （１）背景 

  （２）両空港の一体的かつ効率的な設置及び管理の方向性 

 

 ２ 目標 

   ① 関西空港の国際拠点空港としての機能の再生及び強化 

   ② 伊丹空港は環境負荷の低減に努めるとともに、都市型空港としての特性を活

かし運用 

   ③ 両空港の特性に十分配意しつつ、両空港を適切かつ有効に活用することによ

り、関西全体の航空輸送需要を拡大 

   ④ 新関空会社は、可能な限り早期のコンセッションを実現 

   ⑤ コンセッションが実現するまでの間、新関空会社は、政府補給金への依存体

質から脱却し、自立した経営を確立 

 

第二 両空港の一体的かつ効率的な運営に関する基本的な事項 

 １ 両空港の運用に関する基本的な事項 

・民間の経営判断をできる限り尊重 

・関西空港は国際拠点空港として最大限活用 

・伊丹空港は都市型空港として安全・環境面に配意しつつ運用 

・国際線の就航は両空港のうち関西空港に限定 

 

 ２ 関西空港の運用に関する基本的な事項 

  （１）関西空港の基本的運用方針 

   ・我が国の国際拠点空港として、最大限その特性を活かした運用 

  （２）関西空港の航空輸送需要拡大のための施策 

   ・ＬＣＣ拠点、国際貨物ハブ空港としての機能を強化 等 

  （３）二期事業により造成された用地の有効活用と今後の整備 

   ・二期事業により造成された用地を多面的に活用 

   ・新たな埋立等の事業については、当面凍結 

  （４）海上空港としての安全・安心の確保 

   ・津波等の自然災害への対策に万全を期する等、安全・安心の確保に十分配意 

 

 ３ 伊丹空港の運用に関する基本的な事項 

  （１）伊丹空港の基本的運用方針 

   ・当面、現在の騒音対策区域の範囲内で、次に掲げる枠内で運用 

    ① 運用時間は、７時から２１時までの１４時間 

    ② １日の総発着回数は３７０回 

    ③ ②のうち、低騒音機以外の機材の発着回数は１日２００回を上限 

   ・モニタリング等により騒音値の変化の状況を把握し、段階的にプロペラ機枠を

低騒音機枠へ転換 

 



  （２）伊丹空港の非航空系事業に関する基本的事項 

   ・当面は、現在の空港機能施設事業者との協定に基づき実施 

・航空系事業と非航空系事業の一体化に向け速やかに検討、調整 

  （３）伊丹空港周辺における騒音その他の航空機の運航により生ずる障害の防止及

び損失の補償並びに生活環境の改善に関する基本的事項 

・存続協定の趣旨に則り、環境対策を着実に実施 

 

 ４ 両空港のコンセッションに関する基本的な事項 

  （１）コンセッションの目的 

   ・新関空会社は、可能な限り速やかにコンセッションを実現 

  （２）コンセッションに向けての取組 

 

 ５ 関西空港に係る特定空港用地保有管理事業に関する基本的な事項 

   ・関空土地保有会社は、債務を早期に確実に返済 

 

第三 両空港の一体的かつ効率的な運営に資する事業との連携に関する基本的な事項 

 １ 両空港のアクセス交通に係る取組に関する基本的な事項 

  （１）両空港間のアクセス交通に係る取組に関する基本的な事項 

   ・両空港間の往来が可能な限り簡便となるようなアクセス交通を形成 

  （２）関西空港のアクセス交通に係る取組に関する基本的な事項 

   ・関西空港と大阪都心部等を結ぶ高速鉄道等の実現に向けて必要な課題を検討 

  （３）伊丹空港のアクセス交通に係る取組に関する基本的な事項 

   ・駐車場の更なる活用促進策等について検討 

 

 ２ 伊丹空港に係る用地の利活用の取組に関する基本的な事項 

   ・伊丹空港内の施設の最適配置等を通じ生じた用地の利活用の方策を検討 

   ・売却も含め、移転補償跡地の活用方策について検討 

 

第四 その他 

 １ 国の責務及び講ずべき措置に関する基本的な事項 

   ・混雑空港である両空港における運航に係る許可等を行うに当たっては、空港運

営事業者の意向にできる限り配慮 

   ・可能な限り早期にコンセッションが実現するよう環境整備 

 

 ２ 地方公共団体等の協力、連携等に関する基本的な事項 

   ・地元自治体、経済団体による観光旅客の誘致等の施策の実施 

   ・地元自治体、経済団体による両空港における航空輸送のあり方についての合意

形成 

   ・空港運営事業者と関空会社出資自治体等との連携 

   ・空港運営事業者と地元との共生関係の維持 

 

３ 両空港を取り巻く状況変化への対応 

   ・本基本方針の見直し（概ね３年後を目途） 

   ・空港運営事業者は、伊丹空港について、中央リニア新幹線の開通など周辺状況

の抜本的な変化を見通し、その廃港も含め、将来のあり方を今後検討 


